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１．非接触給電技術 

非接触給電はワイヤレス給電とも呼ばれ携帯電話

端末をはじめとする一部の家電製品や産業用機器な

どにおいて既に実用化されている。非接触給電技術

には電磁誘導方式と磁界共鳴方式の２方式があり、

現在実用化されている方式の多くは電磁誘導方式に

よるものである。一方、世界における非接触給電に

関する技術は、給電側と受電側の距離が長くとれる

こと、位置合わせの自由度が高いという特性から磁

界共鳴方式の採用が最有力とみられている。現在、

給電側と受電側の距離の拡大と大電力送電に関する

研究が行われている。 

国総研では、これまで東京大学と共同で磁界共鳴

方式を用いた走行中の電気自動車に電力を供給し充

電を可能とする技術の開発と検証を行っており、模

型レベルでは走行中に安定して電力が供給できるこ

とを確認してきた。また、直径３５ｃｍの送受電ユ

ニットを用いて、実際の道路における電力伝送を想

定した約８０ｃｍのギャップの送電に成功している。 

 

２．非接触給電の等価回路  

「磁界共鳴方式」は送受電側双方で直列共振回路

を構成し共振状態において電力を伝送する。磁界共

鳴方式の等価回路は図のように一次側（送信側）、

二次側（受信側）共にＲＬＣ直列回路構成となる。

なお、Ｌ１、Ｌ２はコイルのリアクタンス、Ｃ１、Ｃ

２は共振用のキャパシタンス、Ｒ１、Ｒ２は線路抵抗、

Ｌmは送電側と受電側はコイル間の相互インダクタ

ンスであり、送電側コイルと受電側コイル（自動車）

の位置関係によって変化する。また、送電側と受電

側で磁界を共振させるため、双方において共振周波

数は一致することになり、以下の式が成り立つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

磁界共鳴方式では、送受電側双方のコイルの軸が

正対しない場合でも電力が送電できる。これには図

－１における相互インダクタンスＬmが関係してい

る。また走行中非接触給電ではＬmが連続的に変化し

た場合、受信側に伝送される電圧電流の値は変化し

ても位相そのものは変わらないことも分かった。 

 

３．走行中給電に向けて 

現在、実用化されている非接触給電では送電側と

受電側の位置が固定された形で行われため、決めら

れた位置に送電側、受電側があることを確認した後、

回路のOn/Offを行えばよい。一方、電気自動車を対

象とした走行中非接触給電では受電側の車両が送電

可能位置にある時に限定してスイッチングを行う必

要があり、車両が無い場合にはインピーダンスが無

限大になる並列共振回路となり、車両がある場合に

はインピーダンスが０となる直列共振回路となる回

路を構成し、一定程度以上の電力に於ける確認や検

証が必要であると考えられる。 
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図 磁界共鳴方式の等価回路 
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１．はじめに 

近年、一体的な景観形成や地域振興の観点から、

沿道の施設や公共交通機関等と連携した、公共空間

としての道路の機能向上が求められている。こうし

た中、空間の再配分や沿道の修景を伴う道路の再整

備が進められるとともに、道路空間を利用した多様

なサービス、地域活動が全国各地で展開されてきた。 

しかしながら、所管を横断する複数事業の連携や、

地域活動を景観形成へと効果的に結び付ける道路事

業の枠組みについては、十分な検証が行われていな

い。また、道路空間の再整備が、景観形成や環境改

善、地域振興にもたらす効果についても、そのプロ

セスを十分に理解する必要がある。そこで、多様化

するニーズに対応した道路空間の再整備について、

その手法と効果の整理・分析に取り組んでいる。 

２．事例の収集と類型化 

 2014年度は、全国から80事例を選定し、各事例に

関する情報収集に取り組んだ。選定にあたり、計画

中・事業中のものも含め、比較的新しい事業を対象

とすること（竣工から10年以下のものが60件）、既

に好事例として社会的評価を得ている事業に加え、

周知されていない良好な事例を発掘することを心掛

けた。観光地の顔となる道路、賑わい創出の核・軸

となる道路、都市の骨格を形成する道路、ネットワ

ークを形成する道路、新型交通手段の基盤となる道

路、水と緑を育む道路、再開発の軸となる道路等を

キーワードに、整備の手法と効果を整理した。 

 廃道、廃線、道路付替え、区画整理等を通じた土

地利用の転換、地下道や歩行者デッキの整備を通じ

た道路の立体的利用等、今までにない道路空間の形

態を可能にする、土地利用上の工夫が見られた。デ

ザイン面でも、様々な形式を組み合わせた無電柱化、

舗装の素材やパターンを利用した歩車共存、仮設物

や天蓋設備を利用した道路の広場化等、新たな手法

が生み出されている。また、特例道路占用制度や兼

用工作物管理協定を利用した、オープンカフェやイ

ベント等のソフト事業、道路空間と一体となった大

型複合施設の整備等、道路整備をまちの賑わい創出

や環境改善に繋ぐための、様々な官民連携の取り組

みが明らかになっている。 

３．今後の展開 

現在、収集した80事例について、各事業の概要を

まとめた事例集の作成に取り組んでいる。自治体や

研究機関、コンサル等から広く参照される資料とし

て、国総研HPで公開することを検討している。 

 

図 事例集のイメージ（例：出雲・神門通り） 
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